
『余白』を持つ堤防は、住民と海とを緩やかにつなぎ、堤防に居場所を生み出す。ファサードに地元の漁網を利用し、海と暮らす漁村の新しいまちの表情を生み出す。地元の浮きを利用した illumination は、海の豊かさと魅了を伝える新しい観光資源となるだろう。 サイクリングロードの休憩スポットでは、地元の住民と観光客との交流を生み出す。
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